
フ
ラ
ン
ス
で

月
に
　
　

世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
議

世界審査委員ＷＳ開催ス
イ
ス

新
人
紹
介

２
０
２
３
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン

　
　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ

共同開催
第

回
全
日
本
　
　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

ＷＨＦＦ

各
国
で
様
々
な
研
究

鋭
角
性
か
ら
肋
の
構
造
へ

審
査
眼
の
統
一

次
回
Ｗ
Ｓ
は
イ
タ
リ
ア

新
し
い
遺
伝
性
疾
患

Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
を
承
認

各
国
も
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
苦
慮

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（５） 第２５４８号（第３種郵便物認可）２０２３年（令和５年）１月日

　
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟
（
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
）
は
昨
年

月
、
イ
タ
リ

ア
で
評
議
員
会
を
開
催
し
、
体
型
審
査
に
関
す
る
９
項
目
の
勧
告
と
新
た
な
遺
伝
性

疾
患
の
コ
ー
ド
化
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
本
年

月
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
世
界
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

Ｗ
Ｓ
参
加
者
集
合
写
真

模範審査風景 ワークショップ先の農場

　
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ

リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟
（
Ｗ
Ｈ

Ｆ
Ｆ
）
は
昨
年
９
月

～


日
の
２
日
間
、
ス
イ
ス

の
モ
ル
ジ
ュ
で
第

回
世

界
審
査
委
員
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
Ｗ
Ｓ
）を
開
催
し
、

世
界

カ
国
か
ら
審
査
委

員

名
が
集
ま
っ
た
。

　
こ
の
Ｗ
Ｓ
は
２
年
に
一

度
各
国
巡
回
で
開
催
し
、

審
査
眼
の
統
一
と
協
議
内

容
を
各
国
審
査
委
員
に
周

知
徹
底
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
に
よ
り
延
期
と
な

り
、
前
回
２
０
１
８
年
か

ら
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

っ
た
。
な
お
、
日
本
ホ
ル

協
か
ら
は
國
行
審
査
委
員

が
出
席
し
た
。

　
Ｗ
Ｓ
は
、
ス
イ
ス
と
フ

ラ
ン
ス
国
境
に
ま
た
が
る

レ
マ
ン
湖
近
く
の
ホ
テ
ル

と
、
モ
ル
ジ
ュ
近
郊
の
農

場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
１
日
目
午
前
と
２
日
目

午
後
の
理
論
的
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
線
形
審
査
形
質

の
国
間
相
関
に
つ
い
て
の

報
告
、
各
国
の
研
究
報
告

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ

た
。
主
な
研
究
報
告
と
し

て
は
、
歩
様
や
跛
行
の
調

査
、
前
肢
外
向
の
調
査
、

趾
皮
膚
炎
（
Ｄ
Ｄ
）
、
乳

房
傾
斜
、
審
査
関
連
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
「
乳
房
の

傾
斜
」
に
つ
い
て
、
日
本

で
は
昨
年
８
月
か
ら
評
価

公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
協
議
事
項
で
は
、
前
回

Ｗ
Ｓ
か
ら
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
、
Ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ｌ
ａ

ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
（
鋭
角
性
）
の

名
称
変
更
の
提
案
が
あ
っ

た
。

　
前
回
Ｗ
Ｓ
で
は
鋭
角
性

の
定
義
に
つ
い
て
、
肋
の

開
張

％
、
方
向

％
と

重
み
づ
け
る
こ
と
を
決
定

し
、
名
称
変
更
も
検
討
さ

れ
た
が
、
継
続
協
議
と
な

っ
て
い
た
。

　
い
く
つ
か
の
名
称
案
が

出
た
結
果
、
Ｒ
ｉ
ｂ
　
Ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
肋

の
構
造
）
に
決
定
し
、


月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｆ

Ｆ
評
議
員
会
で
正
式
に
変

更
が
承
認
さ
れ
た
。

　
１
日
目
午
後
と
２
日
目

午
前
中
の
実
践
的
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
２
農
場
で
そ

れ
ぞ
れ

頭
の
初
産
牛
を

用
い
て
、
線
形

形
質
の

審
査
と
、
各
国
間
の
相
関

が
や
や
低
い
６
形
質
（
胸

の
幅
、
鋭
角
性
、
後
肢
後

望
、
歩
様
、
前
乳
房
の
付

着
、
乳
房
じ
ん
帯
）
に
つ

い
て
重
点
的
に
目
合
わ
せ

を
行
い
、
審
査
眼
の
統
一

を
図
っ
た
。

　
出
席
者
か
ら
開
催
国
に

対
し
て
感
謝
を
述
べ
、
２

日
間
の
日
程
が
終
了
し
た
。

　
次
回
は
２
０
２
４
年
に

イ
タ
リ
ア
で
開
催
予
定
。

事業部証明課
野口　愛

　

月
１
日
付
で
採
用
さ
れ
、
事
業

部
証
明
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
野

口
愛（
の
ぐ
ち
あ
い
）と
申
し
ま
す
。

出
身
は
花
火
大
会
で
有
名
な
新
潟
県

長
岡
市
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
花
火
大

会
も
昨
年
は
開
催
さ
れ
、
子
供
の
頃

か
ら
夏
の
一
番
の
楽
し
み
と
な
っ
て

い
た
花
火
を
再
び
見
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
短
大
卒
業
後
に
地
元
の
金
融

機
関
に
就
職
し
た
こ
と
も
あ
り
、
主

に
今
ま
で
は
金
融
業
界
で
仕
事
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
、
育

休
か
ら
の
復
帰
の
際
に
ご
縁
が
あ
り

日
本
ホ
ル
恊
の
事
業
部
証
明
課
に
て

遺
伝
子
型
検
査
の
受
付
・
デ
ー
タ
入

力
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
仕
事
と
は
違
い
「
業
界
未
経
験
・

知
識
ゼ
ロ
」
か
ら
始
め
た
中
で
、
専

門
用
語
や
知
識
を
業
務
と
並
行
し
て

学
ん
で
い
る
毎
日
で
す
が
、
担
当
し

て
い
る
業
務
が
正
し
い
血
統
登
録
に

つ
な
が
っ
た
り
、
将
来
的
な
牛
の
改

良
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
こ
と
に
大

変
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
は
毎
日
乳
製
品
を
い

た
だ
く
消
費
者
の
一
人
で
す
。
日
本

ホ
ル
恊
で
仕
事
を
始
め
て
か
ら
は
、

産
地
を
見
た
り
、
色
々
な
商
品
を
買

う
よ
う
に
心
が
け
る
な
ど
意
識
も
変

わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
酪
農
家
の
方

々
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
乳
製
品
を
大

事
に
い
た
だ
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中六角会長
２０１８年開催　第９回ＢＷショウ　ＧＣ

「ブロードウエイ　マタドーア　ダブジユラ」
静岡県　Ｋ南箱根牧場（株） 富士山と会場の馬術・スポーツセンター

　
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会（
中
六
角
保
広
会
長
）

は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会

（
宮
垣
俊
介
会
長
）
の
協
力

の
も
と
、
前
回
大
会
と
な
る

平
成

年
４
月
開
催
の
同
シ

ョ
ウ
に
引
き
続
き
、
２
度
目

の
共
同
開
催
を
決
定
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
極
め
て
厳
し
い
酪
農

情
勢
を
打
開
す
べ
く
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
改
良
を
志
す
同

志
が
一
致
団
結
し
、
今
後
の

改
良
指
針
に
資
す
る
と
と
も

に
、
酪
農
業
の
更
な
る
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
規
模
と
し
て
は
５
年
ぶ

り
と
な
る
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ

ョ
ウ
の
開
催
を
決
定
し
た
。

　
今
回
は
本
紙
面
を
通
し

て
、
開
催
概
要
等
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

①
開
催
日
・
場
所

　
審
査
日

令
和
５
年
４
月


日（
金
）・

日（
土
）。

　
場
所

静
岡
県
御
殿
場
市

「
御
殿
場
市
馬
術
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
」
。

②
都
道
府
県
出
品
割
当
頭
数

　
出
品
頭
数

２
０
０
頭

（
予
定
）
。

　
割
当
頭
数

全
国
９
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
頭
数
を
割
り
当
て
る
。

③
出
品
牛
の
条
件

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
血
統
登

録
牛
で
家
畜
個
体
識
別
耳
標

を
装
着
し
た
牛
で
あ
る
こ

と
。

④
出
品
牛
の
衛
生
対
策

　
主
催
者
が
定
め
る
衛
生
検

査
及
び
予
防
接
種
を
行
い
、

指
定
の
様
式
に
よ
り
証
明
書

を
提
出
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
証
明
書
の
写
し
を

出
品
申
込
と
と
も
に
提
出

し
、
原
本
は
出
品
牛
と
と
も

に
会
場
に
持
参
す
る
こ
と
。

⑤
出
品
牛
の
搬
入
・
搬
出

　
搬
入

４
月

日
（
水
）


時
か
ら

時
、
日（
木
）

８
時
か
ら

時
ま
で
。

　
搬
出

４
月

日
（
土
）


時
か
ら

時
、
日（
日
）


時
ま
で
。

⑥
出
品
（
各
種
）
と
り
ま
と

め
令
和
５
年
１
月
中
旬
（
予

定
）
。
都
道
府
県
改
良
同
志

会
（
協
議
会
）
等
の
事
務
局

へ
依
頼
。

⑦
出
品
申
込
締
切
日

　
令
和
５
年
３
月

日（
月
）

期
限
厳
守
。

⑧
後
援
・
特
別
協
賛
・
協
賛

に
つ
い
て

　
関
係
各
機
関
（
団
体
）
に

協
力
依
頼
す
る
と
と
も
に
広

く
募
集
す
る
。

⑨
出
品
目
録
の
広
告
掲
載
並

び
に
資
材
出
展
に
つ
い
て

　
関
係
各
機
関
（
団
体
）
に

協
力
依
頼
す
る
と
と
も
に
広

く
募
集
す
る
。

⑩
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対

策
主
催
者
が
定
め
る
感
染
防

止
対
策
を
遵
守
す
る
こ
と
。

◇

◇
　
◇

　
そ
の
他
、
シ
ョ
ウ
開
催
に

関
す
る
詳
細
事
項
は
、
全
国

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
日
本
ホ
ル

協
）に
随
時
公
開
す
る
予
定
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
の
第

回
評
議

員
会
が
昨
年

月

日
、
イ

タ
リ
ア
の
シ
ル
ミ
オ
ー
ネ
で

３
年
ぶ
り
の
対
面
方
式
で
開

催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、カ
ナ
ダ
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
評
議
員
と
英
国
事

務
局
の
計
８
名
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
は
世
界

カ
国

の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
団
体

が
加
盟
し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
登
録
事
業
や
育
種
改
良
に

関
す
る
国
際
間
で
の
情
報
交

流
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
も

１
９
６
４
年
の
第
１
回
世
界

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア

ン
会
議
以
降
、
４
年
毎
に
主

要
国
で
開
催
さ
れ
て
き
た
世

界
会
議
に
毎
回
出
席
し
、
１

９
９
６
年
に
は
札
幌
市
で
ア

ジ
ア
初
と
な
る
世
界
会
議
を

主
催
し
た
。

　
２
０
２
０
年
に
ス
イ
ス
で

開
催
予
定
だ
っ
た
第

回
世

界
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
り
１
年
延
期
後

に
開
催
が
中
止
さ
れ
た
。
評

議
員
会
で
は
、
次
回
の
世
界

会
議
開
催
国
に
立
候
補
し
て

い
る
フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
、

ス
イ
ス
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス

が
本
年

月
に
登
録
協
会
の

１
０
０
周
年
記
念
と
併
せ
て

Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
世
界
会
議
と
国
内

最
大
の
乳
牛
シ
ョ
ウ
を
開
催

し
た
い
と
提
案
し
、
満
場
一

致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。
次

回
の
世
界
会
議
は
本
年

月


日
～

日
、
翌
日
か
ら
の

シ
ョ
ウ
と
併
せ
て
フ
ラ
ン
ス

西
部
の
ナ
ン
ト
市
内
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
ピ
ュ
イ
・
デ
ュ

・
フ
ー
」
で
開
催
さ
れ
る
。

　
議
題
の
２
つ
目
は
、
昨
年

９
月
に
ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ

た
世
界
体
型
審
査
委
員
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
の
概

要
と
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
体
型
審
査
に
関

す
る
「
鋭
角
性
」
の
名
称
変

更
等
を
含
む
９
項
目
の
勧
告

に
つ
い
て
協
議
し
、
す
べ
て

の
項
目
を
承
認
し
た
。
次
回

の
体
型
審
査
Ｗ
Ｓ
は
２
０
２

４
年
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
す

る
こ
と
を
内
定
し
た
。

　
３
つ
目
の
議
題
は
、
フ
ラ

ン
ス
で
発
見
さ
れ
た
新
し
い

遺
伝
性
疾
患「
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
」

（
牛
リ
ン
パ
球
腸
内
滞
留
症

＝
仮
称
）
の
知
見
と
略
号
コ

ー
ド
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
は
腸
内
の
免
疫

Ｔ
細
胞
の
欠
損
に
よ
り
、
致

死
性
は
な
い
が
発
育
の
遅
延

と
若
齢
死
亡
率
の
上
昇
を
招

く
。
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
は
単
純
な

劣
性
遺
伝
で
、
劣
性
ホ
モ
の

個
体
の
み
に
症
状
が
発
現
す

る
が
、
発
症
の
割
合
は
０
・

３
％
と
低
い
。
フ
ラ
ン
ス
国

内
で
開
発
さ
れ
た
特
定
チ
ッ

プ
に
よ
っ
て
遺
伝
子
型
の
判

定
が
可
能
で
あ
り
、
今
後
は

国
外
で
も
広
く
利
用
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
評
議

員
会
で
は
こ
の
遺
伝
性
疾
患

を
認
定
し
、
略
号
コ
ー
ド
を

「
Ｌ
Ｒ
」
に
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。

　
４
つ
目
の
議
題
と
し
て
、

Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
加
盟
国
に
対
し
て

事
前
に
行
っ
た
現
況
調
査
の

概
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　
①
「
現
在
の
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
の
最
大
の
課
題
」
で
は
、

ゲ
ノ
ム
選
抜
に
よ
り
改
良
が

進
展
し
た
一
方
で
近
交
係
数

の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
、
酪

農
家
戸
数
の
減
少
と
大
規
模

経
営
へ
の
統
合
・
集
約
化
に

伴
う
生
産
シ
ス
テ
ム
多
様
化

へ
の
対
応
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
向
け
た
国
の
畜
牛
頭

数
削
減
や
げ
っ
ぷ
税
等
政
策

へ
の
反
発
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
へ
の
取
り
組
み
と

動
物
愛
護
団
体
等
か
ら
の
非

難
等
、
②
「
牛
乳
価
格
の
変

化
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
以
降
、
欧
米
の
多
く

の
国
で
乳
価
は
高
値
上
昇
し

て
い
る
が
生
産
コ
ス
ト
も
高

騰
、
③
「
最
近
の
気
候
変
動

の
影
響
」
で
は
、
年
々
の
温

暖
化
と
極
端
な
気
象
変
動
に

よ
り
家
畜
の
健
康
や
飼
料
生

産
へ
の
影
響
、
干
ば
つ
が
長

期
化
し
て
飼
料
生
産
量
が
劇

的
に
減
少
し
、
そ
の
供
給
確

保
に
苦
慮
等
、
④
「
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
登
録
協

会
の
回
復
状
況
」
で
は
、
長

期
間
の
在
宅
勤
務
対
応
も
あ

っ
た
が
、
登
録
は
ほ
ぼ
自
動

化
の
た
め
影
響
は
少
な
か
っ

た
、
２
０
２
２
年
は
ほ
ぼ
コ

ロ
ナ
前
の
状
態
ま
で
回
復

し
、
シ
ョ
ウ
や
対
面
で
の
会

議
も
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
生
産
者
と
の
再
会
を
喜

ん
で
い
る
等
。


